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遊休資産売却に関する省内プロジェクトチーム 

 
 

 
○厚生労働省独自に、「遊休資産売却に関する省内ＰＴ」を設置（平成２２年９月）し、厚生労働省保有の
遊休資産の実態を調査。処理計画を策定し、売却等を進めている。 

       〈参考〉厚生労働省所管遊休資産（第１期）  

           施設数：７４８ヵ所、国有財産台帳価格２３２億円（うち一般会計４９ヶ所、４９億円） 
             ※施設数ヷ国有財産台帳価格は平成２２年９月現在 
 

 ○処理財産に関する実態調査等を踏まえ、ＰＲ活動の充実や多様な売却方法の採用等を指示。 
（平成２４年１月1２日第３回省内PT） 

 

 ○平成２４年９月末までに、５３２ヵ所を処理。引き続き売却等を推進。   
      １９３ヵ所（国有財産台帳価格：約７６億円）について約１３３億円で売却済 
     ４７ヵ所（国有財産台帳価格：約４２億円）について財務省等に引継済 
           

 ※ＰＴ発足以降、新たに遊休資産となった財産（１９１件、台帳価格約１１１億円（台帳価格は平成24年４月現在） ）を対象財産（第２期）
として追加（平成２４年８月２日第４回省内PT）  

             
 
 

  
一般会計 特別会計 合計 

件数 金額 件数 金額 件数 金額 

第１期（平成２２年策定） ４９ ４９ ６９９ １８３ ７４８ ２３２ 

第２期（平成２４年策定） １１ ４４ １８０ ６７ １９１ １１１ 

合計 ６０ ９３ ８７９ ２５０ ９３９ ３４３ 

・億円未満は四捨五入しているため、合計値が合わないことがある。 
・金額はそれぞれの計画策定時における台帳価格である。 

 

単位：件、億円 遊休資産対象財産処理計画 単位 ：件、億円 
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